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公立大学法人和歌山県立医科大学の第１期中期目標期間における中間総括評価について 

 

 

 和歌山県公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、地方独立行政法人法第

３０条に係る中期目標に関する業務の実績に関する評価（中期目標期間終了時）に先んじて、中

期目標の達成見込み等に係る業務の実績に関する中間総括評価（平成１８年度から平成２１年度

分まで）を実施しました。 

 中間総括評価は、法人が作成した中期計画について、評価委員会が平成１８年度から平成２１

年度における中期計画の各項目の進捗状況の調査及び分析を行い、同期間における法人の業務実

績全体について総合的に評価を行うものであり、法人の自主的・自律的な運営及び大学の教育研

究の特性に配慮しつつ、法人から提出された中期計画一覧表により、平成１８年度から平成２１

年度における中期計画の各項目の実績及び法人の自己評価の妥当性を総合的に評価しました。 

 評価委員会としては、今回の中間総括評価の結果が今後の法人及び大学運営に積極的に活用さ

れ、効率化、活性化等が図られることにより、教育研究が一層充実するとともに、法人の業務運

営状況について、県民のより一層の理解が深まることを期待します。 

 なお、今回の評価委員会による中間総括評価を踏まえ、中期目標残存期間の年度計画について、

改善・充実を図るとともに、次期中期目標・中期計画策定の検討に反映させることが重要である

と考えています。 

 

  平成２３年５月２６日 

                       

                      和歌山県公立大学法人評価委員会 
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第１ 全体評価                          

                  
 １ 総 評 

 

「公立大学法人和歌山県立医科大学は、医学及び保健看護学に関する学術の中心として、基礎

的、総合的な知識と高度で専門的な学術を教授研究し、豊かな人間性と高邁な倫理観に富む資質

の高い人材の育成を図り、地域医療の充実などの県民の期待に応えることによって地域の発展に

貢献し、人類の健康福祉の向上に寄与する。」という基本的な目標のもと、平成１８年度から平

成２１年度までの４年間で、公立大学法人として求められている「地域に開かれた大学」及び「地

域社会への貢献」という使命を果たすべく、より良い大学教育と地域医療を実現するために、教

職員が一丸となり組織の充実・拡充と事業の拡大に取り組んだ。 

 その結果、中期計画記載２１９項目の実施状況を確認したところ、１６項目について「中期計

画を上回って実施できる見込みである。」と認められ、また、２０３項目について「中期計画を

十分に実施できる見込みである。」と認められ、これらを総合的に勘案すると、中期目標・中期

計画の達成に向けて、全体的には概ね順調に進んでいると認められる。 

 

 ２ 特色ある取組等 

 

  ○ 医学部定員増に伴い、医学部三葛教育棟の建設等教育環境の整備を行うとともに、「地

域医療枠」と「県民医療枠」の新たな採用枠を設けることにより、学生が地域医療を支え

る人材として定着するよう教育の充実を図った。 

  ○ 地域医療及び高度医療人の育成に寄与することを目的とした「高度医療人育成センター」

を設置し、医学部学生及び研修医等の教育研修環境を一層高めるとともに、女性の職場復

帰支援の充実に努めた。 

  ○ 「大学院保健看護学研究科（修士課程）」及び「助産学専攻科」を開設し、専門職の育

成等に努めた。 

  ○ 産官学連携を推進するため、「産官学連携推進本部」を設置し、さらに、株式会社紀陽

銀行との連携協定締結による「異業種交流会」を開催することにより、企業とのマッチン

グを促進するとともに外部資金獲得に努めた。 

  ○ 平成１８年度に「都道府県がん診療連携拠点病院」に指定され、多数の講演会や研修な

どを行いがん診療の改善に貢献した。また、平成２１年度には、「腫瘍センター（化学療

法、放射線治療及び緩和ケアの３部門）」を設置し、診療体制の充実を図った。 

  ○ 本県においても深刻な問題となっている医師不足等に対して、「生涯研修・地域医療支

援センター」等の組織強化を行い、更なる地域の医療機関への支援強化を期待する。 

  ○ 医療用材料、医薬品においては、経費抑制には至っていないため、今後、実行可能な抑

制策を立案する必要がある。 

  ○ 平成２１年度に顕在化した「研究費の不適正支出」について、既に「監査室」の設置な

ど積極的な再発防止に取り組んでいるが、更なるガバナンス強化への取り組みを期待する。 

  ○ 平成２２年度に開院の紀北分院について、今後、病床稼働率及び収支の改善に期待する。 
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 第２ 項目別評価 

  

評
定
の
区
分 

 Ｓ･･･中期目標の達成状況が非常に優れることとなる見込みである。 

 Ａ･･･中期目標の達成状況が良好となる見込みである。 

 Ｂ･･･中期目標の達成状況がおおむね良好となる見込みである。 

 Ｃ･･･中期目標の達成状況が不十分となる見込みである。 

 Ｄ･･･中期目標の達成のためには重大な改善事項がある。 

 

 １ 教育研究等の質の向上 

 

 （１）教 育 

【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載８２項目中全てが「中期計画を上回って実施できる見込みである。」又は「中

期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したこ

とによる。 

 【評価及び指摘事項】 
＜医学部＞ 

○ 医学部学生定員増に伴い、カリキュラムの改定及び外部講師の増員を行った。 

○ 医学部三葛教育棟、高度医療人育成センターの建設及び基礎教育棟、実習棟の改修により

教育環境の整備を行った。 

○ 老人福祉施設、保育施設、障害者福祉施設及び緩和ケア病棟で実習を行うことにより、ケ

アマインド教育の充実を図った。 

○ 医師国家試験の合格率が低下しており、原因の探求と対策を進め、今後、改善に向けた努

力が必要である。 

＜保健看護学部＞ 

○ 平成２０年度に「保健看護学研究科（修士課程）」を開設し、専門職の育成等に努めた。 

○ 保健師、看護師の合格率が１００％であり、教育水準の高さを示すものである。 

＜助産学専攻科＞ 

○ 平成２０年度に「助産学専攻科」を開設し、専門職の育成等に努めた。 

○ 助産師国家試験の合格率が１００％であり、教育水準の高さを示すものである。 

○ 地域医療への参加を促進し、地域との交流、医療への学生の関心を高めるため「助産管理

実習」において、開業助産師のもとで宿泊実習を行い、母子保健活動や助産所業務を学べる

教育環境を整備した。 

＜共通＞ 

○ 「健康管理センター」及び「国際交流センター」を設置し、外国人留学生を含む学生及び

職員に対する支援体制を充実させた。 

○ 「教育研究開発センター」及び「臨床技能センター」を設置し、質の高い医療人の育成に

努めた。 
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 （２）研 究 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載２０項目中全てが「中期計画を上回って実施できる見込みである。」又は「中

期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したこ

とによる。 

【評価及び指摘事項】 

 ○ 「観光医学講座」において、「スポーツ・温泉医学研究所」で活発な研究活動を行うとと

もに、和歌山市中心部で新たに「みらい医療推進センター」を開所し、診療機能を持つ「サ

テライト診療所本町」と研究機能を持つ「げんき開発研究所」を併設し、診療活動の改善や

疾病予防につながる研究施設の充実を図った。 

○ 学部、講座、研究室などの枠を超えた「横断的特定研究助成プロジェクト」を推進し、そ

の成果も出始めている。 

   ○ 平成１８年度に「機能性医薬食品探索講座」及び「観光医学講座」を新たに開講し、食品

の新商品開発等の研究や疾病患者向け旅行企画を行い、食事療法等の指導を行うとともに宿

泊施設における献立栄養指導を行うなど、和歌山県ならではの研究に取り組んだ。 

   ○ 平成１８年度に「都道府県がん診療連携拠点病院」に指定され、多数の講演会や研修など

を行い、がん診療の改善に貢献した。 

 ○ 産官学連携を推進するため、「産官学連携推進本部」を設置し、さらに、株式会社紀陽銀

行との連携協定締結による「異業種交流会」を開催することにより、企業とのマッチングを

促進するとともに外部資金獲得に努めた。 

 

 （３）附属病院 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載４２項目中全てが「中期計画を上回って実施できる見込みである。」又は「中

期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したこ

とによる。 

【評価及び指摘事項】 

   ○ 財団法人日本医療機能評価機構の認定を取得した。（平成１９年度） 

   ○ 平成１８年度に「都道府県がん診療連携拠点病院」に指定され、多数の講演会や研修など

を行い、がん診療の改善に貢献した。また、平成２１年度には、「腫瘍センター（化学療法、

放射線治療及び緩和ケアの３部門）」を設置し、診療体制の充実を図った。 

   ○ ドクターヘリの運行や救命救急センターの強化により、重症患者の救命に大いに貢献する

とともに、県内の救急医療の地域間格差の是正に寄与した。また、ドクターヘリについては、

大阪府及び徳島県と相互応援の運行を開始し、近畿圏の広域救急医療の充実に貢献した。 

 

 ＜ドクターヘリの出動件数＞ 
Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

３３８件 ３７９件 ３８６件 ３８７件 
  

 



 

- 4 -

  ○ 外部講師を招聘した研修を実施するとともに、e-learning コンテンツの作成に取り組み、看

護師の卒後研修体制を確立した。 

○ 診断書作成ソフトを導入し、受付から交付までの所要日数を著しく短縮させた。 

○ 医薬品、診療材料の預託方式の採用、アウトソーシングの見直し、ＤＰＣデータを活用し

た総合分析システムの導入による効率化を図ることにより、経費削減に努めた。 

 
 （４）地域貢献 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載１２項目中全てが「中期計画を上回って実施できる見込みである。」又は「中

期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したこ

とによる。 

【評価及び指摘事項】 

○ 平成１８年度に「都道府県がん診療連携拠点病院」に指定され、多数の講演会や研修など

を行いがん診療の改善に貢献した。また、平成２１年度には、「腫瘍センター（化学療法、

放射線治療及び緩和ケアの３部門）」を設置し、診療体制の充実を図った。 

○ ドクターヘリの運行や救命救急センターの強化により重症患者の救命に大いに貢献すると

ともに、県内の救急医療の地域間格差の是正に寄与した。また、ドクターヘリについては、

大阪府及び徳島県と相互応援の運行を開始し、近畿圏の広域救急医療の充実に貢献した。 

 

 ＜ドクターヘリの出動件数＞ 
Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

３３８件 ３７９件 ３８６件 ３８７件 
 

○ 地元ＮＰＯとの連携により医療サービスを付加した「観光医学講座ツアー」を開催すると

ともに、「観光医療指導師」及び「観光健康指導士」の育成を行った。 

○ 「小児育成医療支援講座」において医療と相談の両面からの支援事業を本学及び公立那賀

病院において行うとともに、「周産期医療ネットワーク協議会」を設置し、安心・安全な周

産期医療体制を確保するための調査研究を実施した。 

○ 「生涯研修・地域医療支援センター」を設置し、全学的な地域医療支援に取り組んだ。 

○ 県内の学生を対象とした本学教員による「出前授業」を実施した。 

                               

 （５）産官学の連携 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載４項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

 ○ 産官学連携を推進するため、「産官学連携推進本部」を設置し、さらに、株式会社紀陽銀

行との連携協定締結による「異業種交流会」を開催することにより、企業とのマッチングを

促進するとともに外部資金獲得に努めた。今後、企業とのマッチングの促進を期待したい。 
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（６）国際交流 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載５項目中全てが「中期計画を上回って実施できる見込みである。」又は「中

期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したこ

とによる。 

【評価及び指摘事項】 

○ 「国際交流センター」を設置するとともに、「国際交流ハウス」を整備し、外国人研究者

や留学生の受け入れ体制及び修学支援体制を整備した。 

○ 諸外国の大学に教員及び学生の相互派遣を行うことにより、学術交流を行った。 

 

 

２ 業務運営の改善及び効率化 

 

 （１）運営体制の改善 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載８項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

   ○ 教育研究の充実と学部運営の活性化を図るため、大学の教育研究に関する重要事項を審議

する「教育研究審議会」と学部の教育研究に関することを協議する「教授会」に役割分担し

た。 

   ○ 「生涯研修・地域医療支援センター」を設置し、全学的な地域医療支援に取り組んだ。 

 ○ 産官学連携を推進するため、「産官学連携推進本部」を設置し、さらに、株式会社紀陽銀

行との連携協定締結による「異業種交流会」を開催することにより、企業とのマッチングを

促進するとともに外部資金獲得に努めた。 

   ○ 今後も引き続き、監事の理事会への出席を促したい。 

 

 （２）教育研究組織の見直し 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載２項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

○ 理事会を開催し、教育研究、経営基盤の強化等を図る重要事項を協議するとともに、適宜、

企画戦略会議を開催し、大学運営について検討している。 

○ 各種委員会のうち、役割を終えたもの及び統合できるものを検証し、１１委員会を廃止し、

業務の効率化を進めた。 
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 （３）人事の適正化 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載８項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

○ 医学部全教員に任期制度を導入した。 

○ 「女性医師支援センター」（現：女性医療人支援センター）を創設し、職場復帰へのサポ

ート体制を充実させた。 

    

（４）事務等の効率化・合理化 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載２項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

   ○ 事務組織８課室１９班を再編し、人員的に制約のある中で、新たに監査室を設置した。 

   ○ アウトソーシングの導入による運営コストの削減に努めた。 

     ※給与計算事務、新物流システム、看護補助業務、滅菌業務、清掃業務、医事業務、 

      薬剤取り揃え及び払い出し業務等 

   ○ 監査システムを早急に構築し、機能ある体制を確立させる必要がある。 

   ○ アウトソーシングについては、常に点検、見直しを行う必要がある。 

 

 

３ 財務内容の改善 

 

 （１）外部研究資金その他の自己収入の増加 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載５項目中全てが「中期計画を上回って実施できる見込みである。」又は「中

期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したこ

とによる。 

【評価及び指摘事項】 

   ○ 事務局に外部資金に関する情報収集、情報提供を行う企画課を設置し、奨学寄附金等外部

資金の受入手続きを整備した。 

   ○ 知的財産について、関係規程を制定し、機関管理を行うことにより、大学が勤務発明の特

許を継承した。 

 ○ 産官学連携を推進するため、「産官学連携推進本部」を設置し、さらに、株式会社紀陽銀

行との連携協定締結による「異業種交流会」を開催することにより、企業とのマッチングを

促進するとともに外部資金獲得に努めた。 

   ○ 病床管理センターを設置し、病床稼働率の増大を図った。 
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（２）経費の抑制 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載４項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

   ○ 新物流システムの導入により診療材料の効率的供給と在庫の縮小が図れた。 

   ○ アウトソーシングの導入による運営コストの削減に努めた。 

     ※給与計算事務、新物流システム、看護補助業務、滅菌業務、清掃業務、医事業務、 

      薬剤取り揃え及び払い出し業務等 

   ○ 節水・エレベーター使用自粛・不要な照明の消灯の啓発により、管理費節減に努めた。 

   ○ 医療材料、医薬品の仕入れに関し、入札方法を改善し、価格交渉の取り組みへの強化が望

まれる。 

    

 （３）資産の運用管理の改善 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載１項目が、「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められたこ

とによる。 

【評価及び指摘事項】 

   ○ 定期預金と譲渡性預金による適切な運用を行った。 

 

 

４ 自己点検・評価及び情報提供 

 

 （１）評価の充実 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載５項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

○財団法人日本医療機能評価機構の認定を受けた。（平成１９年度） 

  ○財団法人大学基準協会の相互評価を受けた。（平成２０年度） 

 

 （２）情報公開等の推進 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載４項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

○ ホームページ内容の充実、広報誌作成など積極的に情報提供を行った。 
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５ その他業務運営 

 

 （１）施設及び設備の整備・活用等 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載５項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

○ 医学部三葛教育棟を建設し、学生の定員増に対応した。 

  ○ 「紀北健康出前講座」を開催してＰＲを行った。 

 

 （２）安全管理 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載４項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 

○ 健康管理センターの設置や産業医の配置などを行い、安全管理体制を整備した。 

 

 （３）基本的人権の尊重 

  【評定】Ａ（中期目標の達成状況が良好となる見込みである。） 

 中期計画の記載６項目中全てが「中期計画を十分に実施できる見込みである。」と認められ、

これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】 
○ 職員等相談処理規程を制定した。（平成１９年度） 

○ ハラスメントに関して職員が認識すべき事項についての指針を作成し、研修を行った。 

○ 倫理委員会の外部委員を１名増員した。（平成２０年度） 

○ 患者からの医療相談や職員の対応等への苦情に対し、医事相談員、医療福祉相談員及び医 

事管理班で連携して対応した。 
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佐 藤 エキ子 聖路加国際病院 副院長・看護部長 

島 岡 ま な 大阪大学大学院高等司法研究科 教授 

◎  月 山 和 男 月山病院 名誉院長 

橋 本 佳 明 上尾中央総合病院 生活習慣病センター長 

林     宏 元株式会社紀陽銀行 専務取締役 

 

 

○中間総括評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況 
 ・第３回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成２２年 ８月１７日開催 
 ・第４回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成２３年 ３月持ち回り開催 

・第１回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成２３年 ５月２６日開催 
 


